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新しいJIMGAウェブサイトがリリースされました！

　8月17日に、JIMGAウェブサイトが新しくなりました。新ウェブサイトでは、会員会社の
役員・従業員の方であれば、ご自分のメールアドレスで、ユーザー登録をすることで会員限
定コンテンツを閲覧できるようになりました。ユーザー登録方法は下記のとおりですので、
早速ユーザー登録をしてみましょう！

　本登録方法は、所属されている会社に専用ドメイン(例えばJIMGAであれば“@jimga.or.jp”等)
がある場合のみ有効です。所属会社に専用ドメインがない場合は下記の方法では登録できま
せんので、JIMGA本部までお問合せください。

1 ) J I M G A ウ ェ ブ サ イ ト 
(https://www.jimga.or.jp/)にアクセ
スし、画面右上にある「会員ログイ
ン」をクリックします。
2)画面右側にある「新規ユーザー登
   録」をクリックします。
3)利用規約を読み、「上記に同意する」にチェックをつけて、「ユーザー仮登録へ進む」をク
　リックします。
4)会社名欄に所属する企業名を入力して、「検索」をクリックします。
5)検索結果から、企業および事業所を選択し、「選択」をクリックします。
6)選択した企業の専用ドメインが表示されますので、自分のメールアドレスと同じドメインを
　選んで「選択」をクリックします。
7)自分のユーザー名(メールアドレスの@より前の部分)を入力し、「送信」をクリックします。
8) JIMGAからメールが届きますので、メールに記載されているURLをクリックします。
9)ユーザー本登録手続画面でパスワード、姓名、姓名フリガナ等を入力し、「内容を確認」を
　クリックします。
10)内容確認画面に表示されている項目でよければ、「登録する」をクリックすると本登録が完
   了します。以降はメールアドレスと設定したパスワードで会員ログインすることができます。

　さあ、JIMGAウェブサイトをご活用ください！

【問合せ先】
　　JIMGA本部   産業ガス部門 TEL 03-5425-2255　 医療ガス部門 TEL 03-5425-1188

モノづくりを支え 命を守る、インフラがある。 Ⓒ２０２０一般社団法人日本産業・医療ガス協会

ユーザー登録にあたっての注意点

ユーザー登録手順
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近畿地域本部／高圧ガス保安セミナーを開催

 高圧ガスの製造、移動、消費等に携わる現場での安全への取組みは、昨今の危機管理意識
の高まりから、その重要性はますます高まっております。一方で、高圧ガスに関連する事故
は途絶えることはなく、その原因も基本的な知識と作業環境への配慮の欠如がほとんどです。
即ち、高圧ガスの正しい知識と取扱いの習得は高圧ガス事故防止の要であります。
　今年度は、コロナウイルス感染症が続く状況下での開催となりましたが、自然災害時に高
圧ガス容器流出等が近年多発しており、台風シーズンを前に流出防止対策を確実に実施して
いただく必要がありますので、下記のコロナウイルス感染症予防対策を行ったうえで、保安
セミナーを開催しました。

　日　時：2020年8月5日(水)　14：00～17：00
　会　場：大阪科学技術センター　中ホール（定員：2名／机のところ 1名／机以下で実施）
　テーマ：① 安全統計資料 ヒヤリハット･事故事例から学ぶ保安 2020年度版
　　　　　② 高圧ガス充塡工場及び貯蔵所の自然災害対策
　　　　　③ 水素の安全な取扱

　事故事例や放置容器に関する具体的な紹介、自
然災害対策は現状の対策の再確認と複数の対策を
講じることの必要性、水素に関する知識向上等、
出席者や事業所にとって参考となる情報が得られ
たとの意見を多くいただきました。
　更に今後のテーマとして、災害対策に特化した
テーマや訓練方法、熱中症や感染症対策の具体的
な取組み例、充塡作業における安全対策や設備の
老朽化対策の紹介等の要望がありました。
　　　　　　（災害対策部会事務局　前田 和也）

モノづくりを支え 命を守る、インフラがある。 Ⓒ２０２０一般社団法人日本産業・医療ガス協会

 保安セミナーの様子

会場の様子

　　＜コロナウイルス感染症予防対策＞
　①　会場入場時の受講者体温測定
　②　受講者のマスク着用（事務局でもマス
　　　クを準備）
　③　講師のフェイスシールド＆マスク着用
　④　会場にアルコール消毒液設置
　⑤　受講者は机一つに対して一人
　⑥　常時、または定期的な換気
　⑦　セミナーテーマの開催時間：1時間以内
　　　／内容　等々
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高圧ガス容器全国一斉特別回収

　昭和62年開始以来、33回目となる高圧ガス容器全国一斉特別回収における回収の対象は、
「放置容器」（路上、河川等公共用地、容器置場に放置され、管理されていない容器）、「停
滞容器」（納入後6ヶ月以上経過したご使用済みの貸借容器）、「不明容器」（所有者、また
は内容物が不明で処分を依頼された容器）です。特別回収期間は、2020年10月1日から10月
31日までで、間もなく、お願い文書や実施要領、キャンペーンポスターなどの配布が始まり
ます。

　これまで回収された容器のうち放置容器と不明容器を合わせた本数は、年によって若干の
増減はあるものの、この10年間は押しなべて年間1,800本程度で推移しており、年々減少傾
向にあるとは言えない状況が続いています。
　長期間放置され容器検査が行われない容器は、いずれ腐食などの劣化で破裂する可能性が
ある等、保安上の問題があります。保安確保の観点に加え容器の効率的運用を図るうえでも、
撲滅に至るまで回収活動は続けていかなければなりません。

　今年はコロナ禍の状況により、回収のための訪問軒数が減ることで、結果として回収本数
が減る等の影響が出ることが十分に予想されますが、実施する目的を何卒ご理解いただき、可
能な限りご協力の程、お願い申し上げます。放置容器撲滅WGでは、回収活動の一方で、放
置容器を発生させないための取組みも継続します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（放置容器撲滅WG事務局　山本 卓也）

モノづくりを支え 命を守る、インフラがある。 Ⓒ２０２０一般社団法人日本産業・医療ガス協会

回収本数は横這い

高圧ガス容器の全国一斉特別回収を今年も実施します

 2020年ポスター
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医療ガス容器点検キャンペーンを定着させよう～医療ガス容器保安対策指針の推進～

　医療ガス容器にかかわる全ての者が、高圧ガス保安法や医薬品医療機器法を遵守し、更
に、医療ガスの適正管理や安全に消費を行うための自主的な活動を促進することによっ
て、医療ガスによる事故および医療ガス容器の放置を防止する。

　各都道府県の容器管理指針とともに医療ガス容器保安対策指針を活用し、容器の早期返
却を促しながら容器の安全な取扱いの啓発、そして「容器は*)貸与」であることをお客様に
ご理解いただいた上で医療ガス容器貸借契約の締結を推進します。
　＊)容器を医療機関等が所有している場合は容器貸借契約の締結は関係ありませんが、
　　 容器の安全な取扱いの啓発については同様の取組みをお願いします。

1. 容器管理の徹底
　お客様に定められた期間で容器返却を求めるためには、更なる容器の履歴管理が必要です。
　● 容器管理システムによる履歴管理を徹底してください。
　● お客様にも容器の納入月や返却タイミングが一目でわかる「納入月ラベル」の貼付を
　　推進します。お客様にとっては容器の先入れ先出しが容易になります。

2. 容器点検キャンペーンの推進
　１年に１回、容器の一斉点検キャンペーンを展開しJIMGA全体の取組みとして定着させて
　いきます。
　● 「高圧ガス容器特別回収月間（毎年10月）」および厚生労働省が主催する「医療安全
　　推進週間（毎年11月下旬）」と連携し、医療ガス容器用のポスターを作成・配布し、容
　　器点検キャンペーンを推進します。
　● 医療ガス安全管理委員会に協力を仰ぎ、キャンペーン期間中に容器の一斉点検を行い、
　　容器の保管状況の確認、調整器やバルブの不具合等事故誘因容器や長期停滞容器の発
　　見（把握）を行ってください。また、併せて容器の安全講習会等を開催し容器の安全
　　な取扱い方法を啓発してください。

　別添4.職員研修指針で医療ガスボンベの安全管理に関する留意点が示され、特に「ボン
ベの長期留置又は放置による事故の発生を防止するため、医療ガス納入業者と協議の上、
納入時期を明示するなどして定期的にボンベの点検及び管理を行うこと。」と記載されて
います。

モノづくりを支え 命を守る、インフラがある。 Ⓒ２０２０一般社団法人日本産業・医療ガス協会

具体的な行動は？

医療ガス容器保安対策指針の目的は？

医療ガス容器保安対策指針の目指すところは？

厚労省医政局長通知「医療ガスの安全管理について」には？
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　9月1日付でJIMGAウェブサイト(https://www.jimga.or.jp)の「お知らせ」に本ポスターのPDF
版を掲載いたしますので、医療機関への案内チラシとしてご活用ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(医療ガス部門事務局　城 久尚)

モノづくりを支え 命を守る、インフラがある。 Ⓒ２０２０一般社団法人日本産業・医療ガス協会
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第2回在宅酸素火災予防キャンペーン開催のお知らせ

　在宅酸素部会は2003年9月に安全な在宅酸素療法(以下、ＨＯＴという)の実現をテーマに設
立されました。
　ＨＯＴ患者はピーク時に比べ増加率が鈍ってきているとはいえ毎年増加しており、17万人
前後といわれています。当部会にはＨＯＴに携わる国内の機器メーカー・サービス事業者等の
大半が加盟しており、安全の確保、業界基準の制定、行政への要望等の幅広い活動を行って
います。

　これまでにもＨＯＴにおける火気取扱いの注意喚起やＨＯＴ患者の火災事故事例の収集を
行うなどの活動を進めてきましたが、残念ながらＨＯＴ患者が関わる火災事故(重篤な被害を
伴う)が毎年数例の割合で発生しています。
　こうした火災事故の主な原因はＨＯＴ患者の喫煙や火気の不注意な取扱いに起因するもの
です。これを何とか防ごうと昨年、第1回在宅酸素火災予防キャンペーンを実施したところ、
大変好評をいただき、今年もキャンペーンを実施いたします。

　ＨＯＴ患者はもちろんそのご家族、医療従事者そ
してサービス事業者の皆様からＨＯＴ火災予防を読
み込んだ川柳（その他にも「ＨＯＴあるある」部門
もあります）を募集し、最優秀作品をポスターに掲
載の上、ＨＯＴ患者並びに医療機関の皆様に配布し
火災事故防止に役立てようという企画です。
　昨年の最優秀作品賞はＨＯＴ患者ご家族とＨＯＴ
サービス事業者の方が受賞されました。是非、皆様
のウイットとユーモアに溢れる川柳により火災事故
を1件でも防ぎましょう。

　今回は消防庁並びに日本医療ガス学会のご後援を
いただくべく申請中です。
　皆様、次ページの募集要項をご覧いただき、奮っ
てご参加ください。

モノづくりを支え 命を守る、インフラがある。 Ⓒ２０２０一般社団法人日本産業・医療ガス協会

キャンペーンの概要

川柳を掲載したポスターを制作！

 昨年のポスター
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　　　　第2回在宅酸素療法火災予防川柳コンクール開催募集要項　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＊後援　消防庁　日本医療ガス学会

「テーマ」　2部門を募集　「ＨＯＴ火災予防」・「ＨＯＴあるある」

「応募資格」在宅酸素療法(ＨＯＴ)を受けておられる患者様とそのご家族、在宅酸素療法(ＨＯ
　　　　　　Ｔ)に関わっておられる医療従事者とサービス事業者の皆様 

「応募方法」 ①川柳、②住所、③氏名、④年齢、⑤性別、⑥電話番号、⑦ペンネーム、
　　　　　　⑧応募されるのが【ＨＯＴ火災予防部門】か【ＨＯＴあるある部門】を明記の上、
　　　　　　下記の応募先まで葉書またはメールでお送りください。なお、応募数は一人各
　　　　　　部門一句に限ります(複数句記載の場合は失格とします)。 
　　　　　　グループごとに取りまとめて頂いた場合は作者名を必ずご記入ください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
「応募先」 　はがきの場合：
                          〒105-0012　東京都港区芝大門2-8-13サクセス芝大門ビル4階 
　　　　　　　　　　　　一般社団法人 日本産業・医療ガス協会　宛て 
　　　　　　メールの場合： htanabe@jimga.or.jp

「応募締切」　令和2年9月30日(水)必着 

「応募規定」　作品はオリジナル・未発表の物とし、返却はいたしません。 
　　　　　　　作品の著作権は一般社団法人 日本産業・医療ガス協会に帰属します。 
　　　　　　　作品は、11月配布予定の啓発用ポスターに掲載するなどして在宅酸素療法
　　　　　　　(ＨＯＴ)火災予防に活用させて頂きます。 

「優秀作品発表」令和2年10月15日（木）に、一般社団法人 日本産業・医療ガス協会のホーム
　　　　　　　ページに優秀作品・作者名（ペンネーム）・市町村名を掲載させて頂きます。
 
「賞品」　　　優秀作品に選ばれた方には、下記の賞品を郵送させて頂きます。

　　　　　　　【ＨＯＴ火災予防部門】
　　　　　　　　最優秀賞（1名）：クオカード10,000円分 
　　 　　 　　　　優秀賞 （5名） ：クオカード 3,000円分 
　　　　　　　【ＨＯＴあるある部門】
　　　　　　　　最優秀賞（1名）：クオカード10,000円分 
　　 　　 　　　　優秀賞 （5名） ：クオカード 3,000円分　
　　　  
「問い合わせ先」　一般社団法人 日本産業・医療ガス協会　事務局：田邉  
　　　　　　　　   　 mail：htanabe@jimga.or.jp
　　　　　　　　　　TEL：03-5425-1188　　FAX：03-5425-1189
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（在宅酸素部会事務局 ）

モノづくりを支え 命を守る、インフラがある。 Ⓒ２０２０一般社団法人日本産業・医療ガス協会
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高圧ガス保安協会からのお知らせ

　高圧ガス保安協会は、毎年、高圧ガス保安活動促進週間（10 月23 日（金）～10 月29日（木））
を周知し、かつ、気運を盛り上げる方策の一環として、高圧ガスの保安意識の更なる向上を
アピールするポスターを作成・頒布しております。
　この度、会長賞のキャッチコピー「備えよう 想定外を 想定し」を用いたポスター（2 種）が
完成しましたので、ご案内いたします。
　なお、ポスターの販売については9 月1 日から開始いたします。

　詳細は下記URL をご覧ください。
　https://www.khk.or.jp/

モノづくりを支え 命を守る、インフラがある。 Ⓒ２０２０一般社団法人日本産業・医療ガス協会
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国勢調査2020のご案内 　～ JIMGAは国勢調査2020のサポーター団体です～

　5年に一度の日本で最も重要な統計調査である国勢調査が、9月14日から10月7日にかけて行わ
れます。2020年10月1日現在、日本国内にふだん住んでいるすべての人（外国人を含む）及び世帯
が対象となります。

　回答にあたっては、できる限りスマホやパソコンによるインターネッ
ト回答をご利用ください。
インターネット回答期間：2020年9月14日（月）から10月7日（水）まで

　ご自宅に調査書類が届いたら、回答サイトにアクセスし、調査書類
の中にあるログインIDとアクセスキーでログインし回答してください。

　調査事項は下記のとおりです。
　○ 世帯員に関する事項（15項目）

　○ 世帯に関する事項（4項目）
　　「世帯の種類」、「世帯員の数」、「住居の種類」、「住宅の建て方」

　なお、どうしてもインターネット回答が難しい場合は、調査票を使って回答してください。
　調査票（紙）での回答期間：2020年10月1日（木）から10月7日（水）まで

<参考>

モノづくりを支え 命を守る、インフラがある。 Ⓒ２０２０一般社団法人日本産業・医療ガス協会

「氏名」、「男女の別」、「出生の年月」、「世帯主との続柄」、「配
偶の関係」、「国籍」、「現在の住居における居住期間」、「5年前
の住居の所在地」、「在学、卒業等教育の状況」、「就業状態」、「所
属の事業所の名称および事業の種類」、「仕事の種類」、「従業上
の地位」、「従業地または通学地」、「従業地または通学地までの
利用交通手段」

　国勢調査は、統計法*に基づいて実施する、人及び世帯に関する全数調査で、国および地方
公共団体における各種行政施策その他の基礎資料を得ることを目的としています。第1回調査
は大正9年(1920年)に行われ、今回の調査は21回目に当たり、実施100年の節目を迎えます。
*）統計法では、正確な統計を作成するために、調査に回答する義務（報告義務）が定められて
います。
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気ままに
コラム

給付金でサイレントギターを買った。外出できなくても

退屈しないように、である。

以前素人らしさはプロ級だったが、かれこれ10年以上

弾いてなかったので、もはや一人前のビギナーである。

最初は左指先が硬くなるまで無理はしないように少しずつ馴染ませる。指が思ったように

動かないばかりか、なんと、買ってきた楽譜が小さくて読めない。〇〇〇ルーペをかけて

みる。今度は弾きながら見ようとすると目と楽譜との距離がありすぎてさらに見にくい。

う～ん、困った。見ては覚えて弾くの繰り返しだ。短期記憶力がかなり衰えているのでな

かなか前に進まない。このままだと1曲

覚えるのにどのくらい時間がかかるの

だろうか。。。

それでも徐々に鳴らせるようになって

きた。下手でも音楽はやっぱり楽しい。

今回はいい買い物をした。

　　　　　　　(広報担当　岩戸 康人)

　　　　


